
 

安
倍
政
権
が

推
進
す
る
北
陸

新
幹
線
の
敦
賀
以

西
の
建
設
に
伴
い
、
湖
西
線
が
Ｊ

Ｒ
西
日
本
か
ら
経
営
分
離
さ
れ
る

可
能
性
の
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と

な
り
ま
し
た
。 

 

北
陸
新
幹
線
な
ど
の
整
備
新
幹

線
は
、
１
９
９
０
年
の
政
府
与
党

の
申
し
合
わ
せ
で
、
新
ル
ー
ト
と

発
着
地
点
が
同
じ
在
来
線
は
「
並

行
在
来
線
」
と
し
て
、
Ｊ
Ｒ
か
ら

経
営
分
離
す
る
と
い
う
「
企
業
優

遇
策
」
が
合
意
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

つ
ま
り
、
北
陸
新
幹
線
が
開
通

す
る
と
湖
西
線
を
走
る
特
急
の
利

用
客
が
新
幹
線
を
利
用
す
る
よ
う

に
な
り
、
そ
の
分
赤
字
に
な
る
の

で
Ｊ
Ｒ
か
ら
経
営
を
分
離
し
て
も

構
わ
な
い
と
い
う
の
で
す
。 

 

現
在
、
自
民
・
公
明
の
与
党
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
が
、
敦
賀
か

ら
大
阪
ま
で
の
ル
ー
ト
を
検
討
し

て
い
ま
す
が
、
年
内
に
は
国
土
交

通
省
が
最
終
案
を

決
定
す
る
予
定
で

す
。 

 

経
営
分
離
さ
れ

た
並
行
在
来
線
は
、

第
三
セ
ク
タ
ー
と

し
て
周
辺
自
治
体

が
経
営
を
引
き
継

ぐ
こ
と
が
一
般
的

で
す
が
、
そ
の
多
く

が
運
賃
の
大
幅
な

引
き
上
げ
や
減
便

を
招
い
て
い
ま
す
。 

 

96
年
に
、
並
行
在
来
線
の
経
営

分
離
の
条
件
に
「
沿
線
自
治
体
の

合
意
」
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。 

 

岸
本
市
議
は
、
議
会
一
般
質
問

で
「
湖
西
線
は
大
津
、
高
島
市
民

ら
約
10
万
人
が
毎
日
乗
降
す
る
、

な
く
て
は

な
ら
な
い

『
住
民
の

足
』
で
地
域

社
会
を
守

る
生
命
線

で
あ
る
」
と

指
摘
し
た

上
で
、
「
並

行
在
来
線

の
経
営
分

離
に
反
対

し
、
財
政
負
担
に
も
応
じ
な
い
こ

と
」
を
越
市
長
に
求
め
、
市
長
も

「
確
固
た
る
態
度
で
反
対
す
る
」

と
答
弁
。 

 

Ｊ
Ｒ
が
営
利
だ
け
を
追
及
し
て

社
会
的
責
任
を
放
棄
す
る
こ
と
は

絶
対
に
許
せ
ま
せ
ん
。 

  

 

２
月
議
会
で
、
党
市
議
団
は
他

の
会
派
に
「
湖
西
線
の
経
営
分
離

に
反
対
す
る
決
議
」
案
へ
の
賛
同

を
呼
び
か
け
ま
し
た
。 

 

岸
本
市
議
は
賛
成
討
論
で
、

「
在
来
線
と
新
幹
線
で
は
役
割

が
異
な
り
、
在
来
線
切
り
捨
て
を

新
幹
線
建
設
の
前
提
条
件
と
す

る
こ
と
は
全
く
道
理
に
あ
わ
な

い
。
市
民
の
足
で
あ
る
湖
西
線
の

利
便
向
上
こ
そ
必
要
で
、
撤
退
は

許
さ
れ
な
い
」
と
主
張
。 

 

一
方
、
自
民
系
会
派
（
湖
誠
会
）

な
ど
も
、
賛
成
討
論
に
立
ち
ま
し

た
が
、「
国
土
強
靱
化
の
た
め
に
整

備
新
幹
線
は
必
要
で
自
治
体
の
財

政
負
担
も
い
と
わ
な
い
」
と
い
う

も
の
で
、
日
本
共
産
党
と
は
立
場

が
大
き
く
異
な
り
ま
す
が
、
経
営

分
離
の
条
件
に
「
沿
線
自
治
体
の

合
意
」
と
あ
る
以
上
、
首
長
（
市

長
）
と
議
会
の
双
方
が
、「
経
営
分

離
に
断
固
反
対
」
と
い
う
意
思
を

示
す
こ
と
は
大
き
な
意
義
が
あ
り

ま
す
。 

 
さ
ら
に
、
大
津
市
議
会
で
、
全

会
派
一
致
で
可
決
さ
れ
た
こ
と
は

今
後
の
運
動
の
展
望
に
も
つ
な
が

る
こ
と
で
す
。 

 

 

党
市
議
団
は
、
こ
れ
か
ら
も
共

同
を
広
げ
、
市
民
生
活
を
守
る
公

共
交
通
の
充
実
に
向
け
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。 

 

岸
本
市
議
が
議
会
で
問
題
点
指
摘 

【
裏
面
に
続
く
】 

 

新年度予算などを審議する２月通常会議、３月特別会議が終了しました。 

日本共産党大津市会議員団は、市民の目線で議案の問題点を明らかにし、

２月・３月議会おわる 
 

国いいなりでなく 
市民応援の市政を 

「経
営
分
離
に
反
対
の
決
議
」 

大
津
市
議
会
全
会
派
一
致
で
可
決 

   

国
の
規
制
緩
和
で
、
保
育
園
の

保
育
士
配
置
の
基
準
が
改
定
さ

れ
ま
し
た
。
例
え
ば
、
常
に
保
育

士
２
名
体
制
の
と
こ
ろ
、
朝
夕
な

ど
児
童
数
が
少
な
い
時
間
帯
に

限
っ
て
資
格
が
な
く
て
も
保
育

士
と
同
等
の
知
識
や
経
験
が
あ

る
人
に
置
き
換
え
、
保
育
士
の
配

置
を
１
名
で
よ
い
と
し
ま
す
。
待

機
児
童
を
解
消
し
、
保
育
士
が
確

２
期
目
越
市
政
の
問
題
点
―
転
換
・
改
善
方
向
を
提
案 

保
で
き
る
よ
う
に
な
る
ま
で
の
当

分
の
期
間
の
柔
軟
な
対
応
と
は
言

い
ま
す
が
、
結
局
は
保
育
の
質
の

低
下
に
つ
な
が
り
ま
す
。 

 

貧
困
と
格
差
が
広
が
る
中
で
は

困
難
を
抱
え
る
保
護
者
が
増
え
、

保
育
園
・
保
育
士
の
専
門
的
な
役

割
は
広
が
っ
て
い
ま
す
。
保
育
士

や
保
育
士
を
目
指
す
人
た
ち
が
展

望
を
持
っ
て
働
く
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
、
賃
金
・
労
働
条
件
の
改

善
を
は
か
る
こ
と
な
し
に
は
待
機

児
童
解
消
も
保
育
士
確
保
も
進
み

ま
せ
ん
。
保
護
者
の
願
い
に
応
え

る
た
め
に
必
要
な
認
可
保
育
園
を

増
設
す
る
こ
と
は
、
国
・
地
方
自

治
体
の
責
任
で
あ
る
こ
と
は
言
う

ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

引
き
続
き
大
津
市
に
お
い
て

も
、
安
心
し
て
預
け
る
こ
と
が
で

き
る
保
育
園
の
増
設
を
目
指
し
て

取
り
組
み
ま
す
。 

 ※岸本市議は他に学校給食、就学前教育・保育について質問しました。 

湖西線・大津京駅 

写真提供：滋賀民報社 

提案・論戦しました。 

 



   

新
年
度
予
算
に
は
、
来
年
度
か

ら
25
年
間
の
環
境
美
化
セ
ン
タ

ー
、
北
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
改

築
整
備
事
業
費
と
管
理
運
営
費
が

計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。 

こ
れ
ら
は
Ｐ
Ｆ
Ｉ
と
い
う
手
法

で
、
施
設
の
設
計
か
ら
建
設
、
そ

の
後
の
管
理
運
営
ま
で
一
括
し
て

事
業
者
に
委
ね
る
も
の
で
す
。
ま

た
事
業
者
の
選
定
も
、
公
募
と
競

争
の
中
で
は
大
企
業
が
中
心
と
な

り
、
地
元
中
小
業
者
の
参
画
は
困

難
で
す
。 

日
本
共
産
党
市
議
団
は
、
建
物

の
構
造
も
職
員
配
置
や
管
理
手
法

も
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
中
で
、

25
年
も
の
長
期
間
、
リ
ス
ク
管
理

ま
で
も
事
業
者
へ
丸
投
げ
す
る
や

り
方
に
は
問
題
が
あ
る
こ
と
を
指

摘
し
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
導
入
に
反
対
し
て

い
ま
す
。 

経
費
節
減
あ
り
き
で
市
民
の
生

活
に
欠
か
せ
な
い
事
業
や
安
全
が

守
ら
れ
る
の
か
、
チ
ェ
ッ
ク
機
能

を
高
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

  

  

大
津
市
は
今
年
度
か
ら
改
正
地

方
教
育
行
政
法
に
基
づ
く
教
育
委

員
会
制
度
に
移
行
し
ま
し
た
。
こ

れ
に
伴
い
教
育
委
員
長
だ
っ
た
桶

谷
守
氏
を
新
「
教
育
長
」
に
任
命
。

新
「
教
育
長
」
は
、
改
正
前
の
教
育

委
員
長
と
教
育
長
を
一
本
化
し
た

職
で
、
国
会
審
議
で
は
ス
ー
パ
ー

教
育
長
な
ど
と
も
言
わ
れ
、
教
育

長
の
権
限
を
強
め
て
位
置
付
け
直

し
た
も
の
で
す
。
教
育
委
員
会
の

独
立
性
を
守
っ
て
、
首
長
と
新
「
教

育
長
」
が
暴
走
し
な
い
一
定
の
歯

止
め
が
必
要
で
す
。 

越
市
政
１
期
目
で
は
、
市
長
と

教
育
委
員
会
の
連
携
不
足
や
、
市

長
の
教
育
へ
の
政
治
的
介
入
な
ど

の
問
題
が
顕
在
化
し
ま
し
た
。 

 

党
市
議
団
は
、
市
長
部
局
と
教

育
委
員
会
と
の
意
思
の
疎
通
を
欠

か
さ
ず
、
円
滑
な
議
論
に
努
め
る

こ
と
や
、
さ
ま
ざ
ま
な
背
景
や
立

場
を
持
つ
多
彩
な
教
育
委
員
の
意

見
は
貴
重
で
あ
り
、
そ
う
い
う
教

育
委
員
が
よ
り
多
様
な
住
民
や
教

育
現
場
の
意
見
を
く
み
上
げ
る
こ

と
こ
そ
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と

を
指
摘
し
ま
し
た
。 

介護保険の「要支援はずし」―市民にも不安強まる 
 市民主催で「よりよい介護を考えるつどい」開催 

 国の介護保険制度が改悪され、大津市でも来年４月から要支援者の訪問・通所介護が

介護保険サービスから切り離され、地域支援事業に移行されることが決まっています。

いったいどんな事態になるのか、3月、市民によるつどいが開かれました。 

た
て
み
ち
秀
彦 

市
議 

責
任
追
及
だ
け
で
な
く
利
活
用
の
支
援
も 

 
[

空
き
家
対
策] 

市
民
に
痛
み
を
押
し
つ
け
る
値
上
げ
反
対 

 
[

水
道
事
業] 林

ま
り 
市
議 

 

大
津
市
は
、
来
年
度
か
ら
の

13
年
間
に
及
ぶ
水
道
事
業
の

重
点
実
行
計
画
の
素
案
を
ま

と
め
、
来
年
４
月
に
平
均
20
％

の
料
金
改
定
―
値
上
げ
を
行

わ
な
け
れ
ば
経
営
目
標
が
達

成
で
き
な
い
と
し
ま
し
た
。
そ

も
そ
も
国
の
水
道
施
設
設
備

費
の
予
算
が
毎
年
の
よ
う
に

減
ら
さ
れ
、
耐
震
化
な
ど
の
老

朽
管
の
更
新
事
業
な
ど
へ
の

国
か
ら
の
交
付
金
の
条
件
は
、

水
道
料
金
が
全
国
平
均
以
上

で
あ
る
こ
と
な
ど
、
実
現
不
可

能
な
矛
盾
し
た
条
件
が
課
せ

ら
れ
て
い
る
こ
と
も
問
題
が

あ
り
ま
す
。 

 

林
市
議
は
、
全
国
に
は
基
本

水
量
を
見
直
し
、
少
量
使
用
者

の
値
下
げ
を
実
現
し
た
自
治
体

も
あ
る
こ
と
も
明
ら
か
に
し
、

改
善
を
迫
り
ま
し
た
。 

 

質
問
後
に
示
さ
れ
た
検
討
委

員
会
の
答
申
で
は
、
値
上
げ
は

避
け
ら
れ
な
い
と
し
て
、
料
金

の
平
均
改
定
率
を
21
・
４
％
と

示
し
ま
し
た
が
、
単
身
世
帯
で

は
３
割
近
い
値
上
げ
と
な
り
ま

す
。 安

全
で
安
心
な
水
を
低
廉
な

料
金
で
、
市
民
へ
届
け
る
こ
と

は
自
治
体
の
責
務
で
あ
り
、
見

直
し
を
求
め
て
い
き
ま
す
。 

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】
障
害
者

差
別
解
消
法
を
大
津
市
で
活

か
す
こ
と
に
つ
い
て 

  

先行して事業を始めた自治体では、ボラン

ティアが生活支援を行ったり、デイサービス

がサロンに代替えされた結果、重度化が進ん

だなどの問題が起こっています。「つどい」で

講演された村瀬氏はこれを、保険料を払って

も必要な介護が受けられない「国家的詐欺」だ

と言います。 

大津市は、今の要支援認定者は現在のサー

ビスが受けられるとしていますが、認定切り替え時に変更される可能性は大で、地域

の受け皿づくりを進めています。国は、さらに「自助」が重要と、要介護１、２の人

への生活援助などを全額自己負担にしようとしています。利用者の立場に立たず、給

付費削減だけを目的とする政治にノーの声を上げていきましょう。 （石黒賀津子）                        
 

「つどい」の様子 

 

空
き
家
の
総
数
は
２
０
２
０
年

に
は
、
全
国
で
１
千
万
戸
に
な
る

と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
適
切
な

管
理
が
行
わ
れ
ず
、
防
災
、
防
犯
、

衛
生
、
景
観
、
な
ど
の
面
で
地
域
住

民
の
生
活
環
境
に
深
刻
な
影
響
を

及
ぼ
し
て
い
る
事
例
が
増
え
て
い

る
中
、
住
民
の
生
命
、
身
体
、
財
産

を
保
護
し
生
活
環
境
の
保
全
を
図

る
た
め
に
、
昨
年
５
月
に
空
き
家

等
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措

置
法
が
全
面
施
行
さ
れ
ま
し
た
。 

大
津
市
で
は
長
屋
、
共
同
住
宅

に
も
対
象
を
広
げ
た
条
令
を
制
定

し
、
空
き
家
対
策
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。
た
て
み
ち
市
議
は
、
所

有
者
に
対
し
て
指
導
、
勧
告
、
命
令

な
ど
責
任
追
及
だ
け
で
な
く
空
き

家
利
活
用
の
た
め
の
情
報
提
供
や

相
談
窓
口
に
繋
ぐ
な
ど
の
支
援
を

す
る
こ
と
、
ま
ち
づ
く
り
の
観
点

で
地
域
住
民
と
協
働
を
す
す
め
る

こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
と
質
問

し
ま
し
た
。 

市
は
、「
取
り
組
み
は
こ
れ
か
ら

だ
が
指
摘
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
止

め
て
取
り
組
み
ま
す
。」
と
回
答
し

ま
し
た
。 

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】
市
庁
舎
整

備
、
市
民
の
声
を
市
政
に
活
か
す

取
り
組
み
に
つ
い
て 

 

＊
一
般
質
問
紹
介
＊ 

 


